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第四章 友好と共生の時代へ 

（１）ベトナム友好の旅 

(1)９年ぶりのベトナム訪問 

 昨年 12 月 7 日から 15 日まで、９年ぶりにベト

ナムにいってきました。自分で準備して海外に一

人で行くのは初めてですが、みなさんに教えても

らい、飛行機とホテル、ハロン湾ツアーの申し込

み、海外旅行保険とレンタル WIFI など手配する

ことができました。現地ではＳＮＳ電話を使いスマ

ホ１本で一人旅ができるのは便利です。 

 帰国した実習生たちが迎えに来てくれ、市内を

案内してくれ、彼女たちの家でごちそうをいただ

きました。訪問した送り出し機関とは 13 年のお付

き合いで現在のベトナムの事情を詳しく聞くこと

ができました。 

 現地での訪問先や通訳、ハノイから離れたハイ

ズオン、バクザンの実習生の家まで車の手配もＳ

ＮＳ相談室で私の支援活動に協力頂いているみ

なさんが手伝ってくれました。 

このほかにもフェイスブックで知り合った FB 友達がたくさん会いにきてくれました。帰

国した実習生以外は、実際に会うのは初めての方ばかりでしたがとても親切にしてい

ただき、７泊９日の旅を目いっぱい楽しむことができました。 

写真は 2007年のトヨタ事件（既出「トヨタの足元で」）で頑張ってくれたケト君が息子を

連れてホテルまで会いにきてくれていました。この事件がきっかけで私の外国人実習

生（当時は研修生）相談が始まりました。 

 

（２）アパレル実習生たちの住む地方へ  

 旅行前半はハノイで、３日目と５日目に 2016

年の岐阜アパレル残業代 500 円事件（既出

「SNS 相談室」）の元実習生たちの家に行って

きました。彼女たちの事件以後全国の縫製業

からの相談がくるようになりました。（写真は記

者会見の模様 2016年） 

 ３日目に行ったハイズオンはハノイから東に

車で二時間ほど。岐阜県関市のファッション I

の実習生たちです。彼女たちは監視カメラの

つけられた作業場で夜遅くまで働かされ、過重労働で倒れたチャーミーが救急車を呼

んだ時会社が近所に配った菓子折り代を給料から引かれました。社長は「近所の人が

びっくりする。ベトナム人は悪いことをする。新聞に書いてある」と言っていました。それ

を言うなら残業代 500 円で働かせていた日本人のほうがよっぽど悪いです。「残業は
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一時間 500 円」という録音を社長は「自分の声ではない」と言い張りましたが会社側の

弁護士が「あんたの声だ」と言って認めることになりました。会社は不払い賃金を払わ

ず破産を申し立て、国の建て替え払いを受けましたが、その後隠し財産が見つかりベ

トナムまで送金することができました。その際にお世話になった共同通信ハノイ支局が

今回も同行しました。チャーミーの自宅で懇談したあとレストランでごちそうになりまし

た。 

 この日午後からは岐阜アパレルで最初の事件と

なったＹ縫製のゴックさんが迎えにきてくれ、家族

や親せきにも紹介されました。私の実家と同じよう

な農村風景でした。彼女の紹介で相談を受けた奈

良県のＴ社の元実習生キムさんもご主人と一緒に

会いに来てくれました。 

 不正を訴えたのちゴックさん達９人はアペルト協

同組合の事務所に連れていかれました。そこには

いかにも〇〇〇風で黒のダボシャツをきた男がい

ました。スマホに怒鳴る動画が送られてきたときには「いったい何がおきたのか」と思い

ました。Ｙ縫製の社長がアペルト組合の理事長でした。会社は寮の電気も水道も止め

てしまいましたが、岐阜県労連の平野さんたちが差し入れをして支援してくれました。

彼女たちは脅しに負けずに訴え、福井県の会社に移籍後には福井県労連に手伝っ

てもらい立て替え払いを受けることができました。 

 7 日にハノイ空港に迎えに来てくれたフオンさんとホンさんもゴックさんと同じ監理団

体でした。フオンさんがどうしても自宅まで来いというので、ハノイ最終日の 11日夕方、

今度はハノイ北東に一時間ほどのバクザンに行き

ました。彼女もＮさんと同じ福井県の会社に移籍し

ましたが、その後も名古屋で開催されたベトナムフ

ェスに来たり、大阪に遊びにいったり活発な女性で

す。彼女は３人姉妹の真中でお母さんと姉夫婦、

妹夫婦の３家族が暮らす大所帯です。フオンさん

が「柿が食べたい」というので重い柿をスーツケー

スに入れていきました。ホンさんも仕事を終えて駆

けつけてくれました。  

 縫製業の実習生はいずれも女性でなかには子どもさんもいて、家族のために出稼ぎ

にきている女性も少なくありません。１０年前の相談では高卒を卒業しても都市部に十

分な仕事がないために日本にくる研修生が多かったのですが、今は急速に発展する

ベトナム経済のなかで格差が広がり、十分な収入を得られないために家族が日本へ

働きにくるようになっています。フオンさんの妹のご主人はエンジニアで岐阜県にきて

いますし、お姉さんのご主人は実習生として来日するため今はハノイの研修施設に行

っているそうです。 

帰国してから近くの縫製工場で働いている女性もいましたが、送り出し機関で日本

語を教えていて「また日本に行きたい」など日本で働くことに関心の強さを感じました。

彼女たちの住む地方まで行って家族の出迎えをうけ、その雰囲気を感じ取ることがで

きました。ほんの一部ですが実習生の実情を生で知ることができました。 
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（3）実習生たちの案内で市内観光 

 ハノイにきたのは３回目ですが、過去２回はいずれも公式日程が多く、遠くまではい

けませんでした。今回は二日目の日曜日にハロン湾の日帰りバスツアーを申し込みま

した。スマホで申し込み、ツアー中はすべて日本語で案内してくれました。ハロン湾も

きれいでしたが、そこに行くまでずっと平らでところどころ大きな川や湖、バナナ畑など

田園風景を味わうことができました。養殖池も多く今は公害の問題があることも聞きまし

た。帰りは途中下車してタクシーをつかまえるのも初めて経験しました。 

 ハロン湾から帰った日の夕食は千葉県の建設会社で社長に首を絞められている動

画を送ってきたフンさんと近くの焼き肉屋へ。彼は日本語が上手で、今は送り出し機関

で働いています。名古屋経済大学の元留学生ビンさん、老人

ホームを案内してくれるＭさんも合流して男４人でアヒルの丸

焼きを食べ、ビールを飲みました。 

 ハノイ最終日の 11日には男性陣が朝からハノイ市内を案内

してくれました。徳島サンパイ事件の H さんもホテルに来てく

れ、ビンさん、元長崎の留学生のＨさんの４人でホアンキエム

湖付近の教会から旧市街を回りました。昼飯はお店というより

ほとんど通路にある屋台。でもとてもおいしい牛肉フォーで後

で聞くと有名なお店でした。女性たちはいずれもきれいなレス

トランに連れて行ってくれましたが、男性たちは安くておいし

い店です。 

 

（４）大きく発展したホーチミン 

 四日目の老人ホーム訪問（後述）も入れ

て５日間のハノイ訪問を終えて 12 日はホ

ーチミンへ移動しました。ここにも愛知の

二人と青森の元実習生グエンさんが車を

用意してくれていました。彼女たちは日本

では離れていましたがフェイスブックで連

絡をとって一緒に来てくれました。車で市

内を案内してくれ、ホーチミンで二番目に

高いスカイデッキの 53階ラウンジから市内

を一望しました。一番高いビルは 80 階建てだそうです。夕食時には帰国後に不払い

賃金を訴えて支払わせることができたランさんが元留学生をつれてきました。さらに１１

年前のＦアートのホアンさんも合流しました。彼女はいま美容関係の仕事をしていま

す。 

13 日は午前中に送り出し機関への訪問（後述）を

済ませて、午後からタン君と市内を歩いて動物園や

資料館を回りました。彼は気仙沼の土木工事現場

から逃げて 2015 年の 5月に私のところに来ました。

不正を訴え、一年にわたって入管と交渉しやっとビ

ザを再取得して移籍。帰国後もその会社のベトナム

工場で働きましたが、今は奥さんとお店をやってい
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ます。市内を歩くことで街の雰囲気をじっくり感じることができました。10 年前に来たと

きは大量のバイクがクラクションを鳴らす中、信号のない大通りを渡りましたが、今回は

信号がついていました。ハノイでは車とバイクが入り乱れて走っていましたが、ホーチミ

ンでは車線わけも行われていました。日本のように歩行者優先ではありませんし、信号

が変わりきらないうちに交差点に入ってくるバイクもあるので油断はできませんが、慣

れれば大丈夫です。 

 極めつけは最終日の 14 日にランさんの運転するバイクに乗せてもらうことに。ヘルメ

ットをかぶり二人乗りで、バイクの渦に合流して、ベンタイン市場とサイゴンコープなど

を回りました。コープのお店でフォーやえびせんチップなど安い職場用お土産をたくさ

ん買いました。 

 ホーチミンでもＳＮＳで知り合った方たちが会いに

来てくれました。13 日の夕食にはＦＢで紹介された

女性たちがきました。お二人とも日本語がとても上

手でした。14 日の午後にも元Ｔ毛織のリンさんがき

てくれました。彼女は昨年日本人と結婚し今年春に

は日本にくると言っていました。みんな日本のことが

好きで、「また行きたい」と言ってくれ、とてもうれしか

ったです。 

 旅行の様子は毎日WifiでＳＮＳにアップしていましたので、そこにもたくさんのコメント

が寄せられました。そのなかに 2007 年に愛知県で不払い賃金を訴えたトアン君のメッ

セージが届きました。今はオーストラリアに住んでいます。覚えていてくれてとてもうれ

しいです。 

2019/12/13 18:59 

Are you remember me? Long time no see  

I am Toan from 〇〇densan in komaki. I meet you about 14 year ago 

Ima Nigongo wakaranai .but I never forgot you . 

 

（２）ベトナム送り出し国事情 

 今回は私的な旅行で、帰国した実習生たちのその後を見ることが第一の目的でした

が、同時にベトナムの送り出し事情と介護労働者の受け入れに関わる課題を確認する

ため関係者に会ってきました。当初はベトナム政府に今後の日本への送り出しと実習

生保護のために協力できることがないか聞く予定でしたが、ＩＬＯの来客を理由に断ら

れました。その後現地の関係者から話を聞くと特定技能については政府の調整が手

間取っているようでした。みなさんの意見は政府と近い関係の送り出し機関でないと特

定技能には参入できないように聞こえました。 

 この数年にベトナムからの実習生が急増していますが、それに合わせてベトナムに

はたくさんの送り出し機関ができています。なかには顧客獲得が第一となって日本の

受け入れ機関からの無理な要求を断りきれないところもあるようです。今回の訪問でベ

トナムの送り出し事情の一端をリアルに聞くことができました。お話は十年以上付き合

いのある送り出し機関のＴさんです。彼は12年前に「送り出した実習生たちが困ってい
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る」と私に相談してきた方で、当時福島県労連と福島大学の坂本先生が助けてくれま

した。ここからは彼から聞いた話です。 

 

 

(1)高額な借金の問題 

 まず、日本にくるための膨大な借金についてです。 

 ベトナムから日本に来るために実習生が払う手数料は政府が決めた 3600 ドルのほ

かに日本語教育などの費用があります。この送り出し機関では 6ヶ月間で 560万 VND

（日本円で 28 万円程度）でした。この期間の生活費は本人負担となります。これ以前

の段階の紹介料は法定の機関を使えばたいした負担ではないそうです。しかしここに

ブローカーが入り実習生と送り出し機関の両方からとることがあるそうです。ここでは「う

ちはとならない」と言っていました。 

 

 「近年次々とできている新しい送り出し機関は様々です。日本の受け入れ機関のな

かに送り出し管理費 5 千円を払わない、安くしろと要求するところもあります。新しい送

り出し機関のなかにはそれを断れずに実習生の負担にしているところもあります。（もち

ろん日本の法律では違反ですが二国間協定ではないのでベトナムの送り出し機関を

罰することができません。これはベトナム国内の課題です。） 

 また日本に駐在員をだすように要求する監理団体もあります。実習生に何か問題が

あると駐在員を呼び出して通訳までさせますがこれは本来監理団体の仕事です。送り

出し管理費には含まれていません。ですから駐在員と言っても本物は少なく、留学生

か知り合いの名前だけの場合も少なくありません。こういう費用が実習生の負担となっ

ています。（これは日本側の問題です。）」 

  

(2)失踪と受け入れ企業の問題 

 この送り出し機関は 10年以上の経験がありますから日本の事情もよく知っています。

彼は受け入れる会社の対応にも問題を指摘します。 
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 「実習生の失踪が大きな問題になっていますが、原因のひとつは実習生が日本の法

律を知らないことです。誰にどうやって助けてもらえばいいか知りません。OTIT の母国

語相談を知りません。OTITに「助けてください」と言ってもなんの証拠も持っていない。

先ほどの駐在員はあてにならない。全く無理です。そのうえ組合もあてになりません。

ですから実習生はすぐには誰かを信用しません。監理団体と送り出し機関の言うこと

は聞きませんがブローカーの話は信用します。問題があった時、私たち送り出し機関

はお金をとってるので信用してくれないのです。しかしブローカーに騙されたと気が付

いた時はもう遅い。失踪問題は本当にむつかしいです。 

 日本の文化はベトナムと違います。外国人だから言葉がつながらない、だから「お前

が悪い」「お前はできない」という日本人は少なくありません。こういうときに監理団体が

指導できればいいのですが、実際には監理団体より受け入れ会社の方が強いことが

ほとんどです。監理団体にとって受け入れ会社はお客さんですから強く言えません。 

 いっぽう悪い組合は会社も騙します。そういうこともあります。うちではそういう監理団

体とは取引しないことにしています。実習生の能力によっても違いますが、めんどうなと

ころ、ブラックな組合、企業に指導できない監理団体には送らないようにしています。」 

 

(3)建設業には行きたくない 

 建設業で実習生の失踪が多いことについて聞きました。 

 

 「うちは、建設は少なかったけれど、最近は失踪が多いので建設には送りません。新

しい送り出し機関も建設業に問題が多いことがわかってきたので、希望者が集まりませ

ん。そのため今では年齢基準を引き上げて 35 歳までになっています。また、日本での

本当の仕事を話さないで、違う説明をすることもあります。特に給料の少ない月がある

ことを説明しません。建設業では毎月の給料の変動が大きいです。残業は少なく、仕

事の少ない時があります。うちで建設やっているところは話し合いで毎月一定の金額

を決めています。仕事の量は関係なく毎月もらえます。 

 トビはきついのでみんな嫌がります。特に小さい会社はなんでもやります。ほかに仕

事ないですから、職種はなんでもやります。それは仕方ないと思います。問題は先ず

は安全、それから彼らの収入を確保できなければだめですね。」 

 

(4)実際は労働者。もっとスッキリした制度に 

 日本の制度についても事情をよく知っています。 

 

 「元々は実習生という名前がおかしい、労働者ですよ。労働にしたら、こちらもいろん

な書類が不要になる。そういう(実習）職種はベトナムにあるわけないのに書類を求めら

れる。韓国は 5年前から労働者になりました。その方が楽です。書類が簡略になると当

然お金も少なくなります。手間がかからないから。なにより労働者がいちばん喜びま

す。 

 特定技能にしたのに書類が厚い、ゴッツイですよ。見ました？あれはおかしい、労働

者にしたのに何故あんなに書類が必要ですか？なぜ証明書が必要ですか。単純労

働と言いたくないけれど、実際はそうなのです。だから日本語試験と職業試験その二
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つだけでいいでしょう。他には警察の証明だけでいいです。過去は犯罪がない。それ

だけでいい。書類の多さにはほんとうに困っています。 

 それから特定技能にはお金のことが何も書いてありません。技能実習で毎月３万円

の監理費を取って何もやらない組合もありますが、支援機関のやる内容と費用が全く

分かりません。たぶん監理団体と同じだと思いますが、登録支援機関には罰則があり

ません。送り出し管理費がどうなるかもわかりません。」 

 

(5)日本語試験証明書の偽造について誰がつくったか。 

 昨年名古屋空港で偽造の証明書を使ったベトナム人とインドネシア人が逮捕されま

した。これを作ったのはベトナムではないかと思いますが。 

 

 「作るのは日本でも中国でもつくれるけれど、それを売るとなるとベトナムでつくった

ほうが。たぶんね、こちらでつくるんですね。最近は日本から変な会社がけっこうホー

チミンにきています。以前技能実習３号がなかった時には日本から帰ってきた実習生

がきて、また日本にいくために偽造の職歴をつくっていました。こちらで日系企業の子

会社で、同じ職種で 2 年間以上の経験をしたことにします。同時に元の監理団体の評

価証明書も作ります。フォーマットがありますが、３年も前になると覚えていませんし、面

倒です。そこで、適当に良いことばかり書いてくれるところがあればそれを入管に出し

ます。3千ドル以上の手数料をだせば作ってくれるところがありました。子会社から日本

の親会社への異動にして、子会社の社員として就

労できます。社内異動ですので在留期間の上限も

ありません。実際にはベトナムにそんな子会社はあ

りませんが、登録だけしておきます。うちの元実習生

もたくさんひっかかりました。こちらから言っても聞い

てくれません。3,000 ドルで日本に行きたい。そんな

感じです。 

 もちろん入国手続きに問題があるだけで、それ以

外は日本の法律通り働いています。外国人だからと

いって法律以下はだめですけどね。」 

 

(6)介護の実習生について 

日本では今後介護の実習生をたくさん採用したいと思っていますが 

 

 「一度紹介しましたが途中で辞めました。相手がほとんど老人で言葉が通じないので

辞めました。ＥＰＡ看護は試験に落ちたら帰国になります。看護師学校卒業生も一年

で辞めました。  

 どうやって改善するか。まずは給料の問題です。あんなたいへんな仕事で給料が安

い。あれだけの日本語が話せたらもっと高い給料の仕事を探します。まったくメリットが

ありません。介護でなくてヘルパー、お手伝いにしたほうがいいです。試験ももっと簡

単にして、そういう仕事でいい人だけにしたほうが、こちらも送りだしやすいです。 

 日本人の相手をするのは日本人。介護じゃなくて介護の下のヘルパー、お手伝さん、

実際はそうでしょ。それでいい。仕事をはっきりわける。あなたはこういう仕事をやる。そ
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れでいいです。今みたいに良いことばかり言って騙すやり方では、うちはできないので

やりません。それがいちばん簡単です。」 

 

（３）介護労働者受入れの課題 

 2025年問題を前に日本では介護職員不足が広がっており、前章にも書いたように外

国人労働者を受け入れる動きが広がっています。介護も他の人手不足産業と同様に

給料は安くきつい仕事ですが、介護保険制度上の制限があり、事業所努力だけでは

改善できません。またこれまでの製造業と違い利用者や職員とのコミュニケーションが

より求められるため、一定の日本語能力が求められます。 

 そのため介護の技能実習開始にあたっては母国での「前職要件」が特別に定められ

ています。母国での事前教育や日本語教育、

日本で必要なことなどこれまでの技能実習とは

違うものがでてきます。 

 今回のベトナム訪問では送り出し機関のほか、

日本に来る介護実習生の教育施設を準備して

いる M さんにお会いして、いろいろ話を聞くこと

ができました。M さんの紹介でハノイ国際交流

センターの ANH 副理事長を紹介いただきまし

た。(写真中央がＡＮＨ副理事長） 

 

(1)老人ホームの訪問 

 国際センター訪問のあとハノイ市郊外

の老人ホームを見学させていただきまし

た。ハノイ空港に向かうソンホン川にかか

る大きな橋を渡った西側で、隣に大きな

湖（池？）のある静かな環境の施設でし

た。ベトナムには介護保険がありません

のですべて実費負担の有料老人ホーム

です。 

 この施設の入居者は 150 人ほどで 50

人の職員（うち専門職は 30 人ほど）が働

いていました。施設は軽度者と中・重度

者に分かれていて軽度の施設は二人部屋がメインで利用料は月額５万円ほどでした。

ベトナムの平均的な月収は３万円程度ですから高級と言っていいと思います。居室は

十分な広さで、週末に訪れる家族のために子ども用の遊具もありました。 

 中程度の入居者は車いすで集まり、リハビリに励む方もいました。居室は重度になる

に従い起き上がりベッドや医療の設備、外部との遮断もあります。看護師が常駐し、週

２，３回の医師の往診があります。入居者のための宗教部屋もあり、ちょうどお経を読ん

でいるところでした。 

Ｍさんは、この施設でかつて講堂だったところと入居施設として使っていた部屋に

実習生向けの教育施設をつくることにしています。Ｍさんは文化の違うベトナムと日本
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で介護をビジネスとして成功させるために必要なことを一緒に考えたいと声をかけてく

れました。 

 

(2)ベトナムでの課題 

 老人ホームの見学には神奈川県の社会福祉法人の方も同行しました。この法人で

はベトナムからの技能実習生受け入れにむけてハノイに常駐者をおいていました。彼

からも助言をいただき、ベトナムでの課題を考えています。 

 技能実習での「前職要件」にも母国での教育が求められますが、日本語と日本の介

護スキルはベトナムで身に着けてくるほうが費用的にも、精神的にも負担が少ないと思

います。そこで、まずは施設的な違いです。日本では介護の施設や備品が急速に進

化しています。ベトナムでは車いすも高価で日本とはかなり古いタイプが使われていま

す。しかし日本から中古品を輸入できないと聞きました。日本ではベッドが頭と足の二

カ所をあげられるものが揃って、全体を上下させることもできます。見学した施設では

頭のほうだけでした。研修ではできるだけ日本の器具を揃えたほうがいいと思います。 

 もう一つは日本の介護のしくみです。ベトナムには介護という職種はありません。看

護の延長となっているため、看護と介護の区分にも違いがあります。日本ではヘルパ

ーにはわずかでも医療行為とみられることはできません。極端な話、便が出かかって

いてあと少しでも、ヘルパーには取ることがで

きません。医療行為となるからです。 

 医療の必要な入居者の部屋を見ましたが、

居住者用と思われる薬がわりとオープンに置

いてありました。薬の管理ルールも違うのだと

思います。こういうところから教えていく必要が

あります。私も介護の研修を受けていますが、

日本の介護関係者に同行してもらい勉強にな

りました。 

 

(3)日本にきてからの課題 

 日本にきてからは他職種の実習生と同じく、一か月間の講習期間に日本での生活

習慣や働くためのルールを学びます。介護ではこれに加えて日本の介護を始めるた

めに必要なことを学びます。ひとつはベトナムと日本の介護スキルの違いです。これは

母国で学んできたことの再確認になります。 

 もう一つは日本語です。介護は日本語でのコミュニケーションが重要となる仕事です

が、配置される地方や施設によっても大きく違います。お年寄りの方言に合わせるとこ

ろまでは無理ですが、ベトナムで学んできたこととの違いを確認します。 

 言葉の問題とも関係しますが、日本語にはたいへんあいまいな部分があり、外国人

にはわかりにくいことがあります。日本では待ち合わせや出勤時間などで「少し早め」と

か「余裕をもって」といいますが、それが何分くらいか言わなければわかりません。 

 例えば介護では利用者さんの片半身が不自由なことがありますが「そっち持って」で

はなく、右か左かを言う必要があります。車いすをつけるときなど気を付けないと転倒

事故になりかねません。距離間についても「ちかく」ではなく「これくらい」と明確にいう

必要があります。こういうところは日本にきてから、わからないことをひとつひとつ確認し
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ていくことが必要です。 

 ベトナムの実習生教育機関では「はい、わかりました」と答えるように教えています。

日本人がそういう返事を好むからです。しかし、わからないことを「わかりました」と言っ

てしまうと後がたいへんになります。介護では返事はとても重要な意味を持ちます。 

 さらに介護では引き継ぎ書類があります。漢字圏の中国人と違い、ベトナム人には漢

字はとてもむつかしくひらがな中心になります。ＬＩＮＥで使われるスタンプの活用など

工夫が必要になります。 

 

(4)やさしい日本語 

 介護では利用者との日常会話が不可欠です。母国の日本語教育では教えきれない

日常生活での言葉使いは実践しかありません。そのためには日本の職員が「やさしい

日本語」でゆっくり話しかけることが大切です。「やさしい日本語」は災害のときなど、外

国人にわかりやすい話し方をまとめたもので、政府も 2020 年夏までに「やさしい日本

語」マニュアルを作成するとしています。 

 「やさしい日本語」は介護の利用者にもわかりやすいので、外国人との共通のコミュ

ニケーションツールとなります。近年インバウンドの旅行者や外国人労働者が倍増する

中で病院を受診する外国人も多くなっています。医療機関でも「やさしい日本語」に関

心を寄せています。私も昨年は全日本民医連の機関紙に「日本で働く外国人」を連載

させていただきました。 

 

「医療の現場とやさしい日本語」（民医連新聞 2019年 12月 2日号） 

 みなさん、通訳と聞くと外国語をペラペラと話せる方を思い浮かべると思います。確かに通訳は

語学に長けていて、日本語を外国語に、外国語を日本語に正しく翻訳してくれます。医師の診断

を正確に患者に伝え、患者の声を医師、看護師に伝えることはとても重要です。 

 その時に医療関係者通しの通訳でしたら、医療用語もそのまま伝えることが必要です。しかし、

これが患者さん、しかも言葉も習慣も違う外国人の場合にはそう簡単ではありません。通訳の第

一は何も足さない、何も引かないで意味を正確に伝えることです。通訳の意見を入れることなく、

意味を正しく患者に伝えることが医療通訳者に求められます。医療だけではありません。さまざま

な相談を受ける際にも、相手の立場や違いを理解して通訳することが求められます。これをコミュ

ニティ通訳と言っています。 

 外国人のなかにはさまざまな日本語レベルもありますし、また近年はいろんな国の方がきている

ので通訳する必要のある言語も一気に多国籍化しています。以前は英語と中国語が主でしたが

日系人が増えるとポルトガル語やスペイン語が必要になりました。今ではカンボジア、ミャンマー、

ネパールやブータンなど何語を話したらいいのかすらわかりません。 

現場の声（ファイスブック「外国人技能実習生＆介護人材・情報交換広場」から） 

 仰る通り N4は、最初の業務遂行はとても難しいです。N3 にしても、ある程度 1人で動けるように

なるのに、半年かかります。N2 なら、一ヶ月かニカ月ほどです。それは、日本語理解度の違いで

す。ある研究により、人は言語がわからない環境に入ると、本来が持つ能力は発揮ができなくなる

傾向があります。反応は鈍く、言葉がでない、悪循環すると精神的な負担は非常に大きいです。(こ

の時、現場職員の優しい対応が必要)。 

入国後引き続き日本語定期講習は本当に必要だと思います。 
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 そこで、様々な母国語の外国人がくる日本語学校では「やさしい日本語」を共通語として教える

ようになってきました。やさしい日本語は阪神大震災以後に防災用語として使われ、東日本大震

災後は全国の自治体に広がっています。「緊急避難」は「すぐ にげる」、「暴風警報」は「つよいか

ぜ きをつける」などです。必ずしも正しい日本語ではありませんが、意味は伝わります。 

これが、医療の現場だとどうでしょうか。診断書、処置、採血など考えてみましょう。 

 やさしい日本語は緊急時だけではありません。困っている外国人に声をかけるときに使いましょ

う。こんにちは、どうしたの？こまっている？おなかいたい？そう、声をかけることで外国の方はと

ても安心します。やさしい日本語はコミュケーションの入り口なのです。 

 あるペルー人が駅員に日本語で行き方を尋ねたら、いきなりたどたどしい英語で説明を始めた

そうです。でもそのペルー人は英語が全くわかりません。近年増えているアジアからの外国人も英

語が話せません。そういう時にこそやさしい日本語が役にたちます。 

 

 私はベトナム語で相談のメッセージがはいると「はい」「じっしゅうせい？」「もんだ

い？」とこたえます。こういう言葉で安心してからコミュニケーションが始まります。 

 

(5)受け入れる日本の職員に対する教育 

 介護は日本人とのチーム作業が必要になります。ここがマニュアルで機械の操作を

覚える製造業との大きな違いです。そのためには受け入れる日本人職員に対する教

育が重要になります。介護についての教育や指導はもちろんですが、アジア人を受け

入れる際に気を付けることがいくつもあります。 

 まずは、アジア人をひとくくりに思わないことです。中国とベトナムは隣国でも価値観

や文化、風習はかなり違います。主食は米か麦かそれともナンか、食べ物を直接手で

持って食べる国もあれば、日本のようにお椀に口をつけてスープを飲むのはマナー違

反の国もあります。各国すべて違うと思ったほうがいいと思います。 

 また近年のアジア諸国は急速に経済発展していて学歴も日本と変わらない国もあり

ます。日本人の高齢者のなかには「遅れた貧しい国」から来たと思い込んでいる方も

少なくありません。これが、パワハラやセクハラの原因とならないように注意が必要です。

もちろんですが、日本人同士のパワハラや利用者による行為については日頃から努

力が求められます。日本人が考えているより海外ではパワハラ・セクハラには厳しい対

応が求められます。これまでの常識は通用しなくなります。 

 社会保障審議会の委員などで介護に詳しい淑徳大学の結城康博教授は若手人材

の確保に必要な課題として下記をあげていますが、外国人労働者受け入れにも必要

なことだと思います。 

・介護現場の施設長、事務長、中間管理職は、自分が若い時代の記憶はリセットする 

・リクルート活動を積極的に。学生などへの効果的なプレゼン技術を身につける 

・1年目職員の「希望休」「有給休暇」の取得を勧める 

・若手人材の養成・指導方法について 40歳以上の職員への研修を強化する 

・できるだけ同期（若い年齢）は、同じ施設へ配置する。定着率が高まる 

・1年目職員に対して 1年は研修生の感覚で、職場への定着を目指して養成する 

・適宜、施設長、介護長との面談をする 

・中間管理職は褒める人材育成の方法をインプットする 

・定期的にパワハラ・セクハラ研修を実施する 
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（「内田洋行フェア 2019年 12月 23日」から） 

 

 またこれまできているベトナム人には看護師資格をもっている人や大卒も少なくあり

ません。言葉は不自由でも知識は豊富な方も少なくありません。プライドもあり、能力を

生かしてもらうほうが効果的なことが少なくありません。 

 いっぽう、ベトナムでは格差が大きく、すでに来ている実習生のなかには貧しい農家

で出稼ぎ目的の人も少なくありません。今後は介護にもそういう実習生が増えてくると

思われます。日本の 60 年代、70 年代の高度成長期にあった集団就職くらいのつもり

で受け止める必要があります。 

 

(6)介護でためされる技能実習制度の真価 

 このように介護はこれまでの技能実習と違い、日本語能力も日本での仕事の仕方も

全く違うレベルが求められます。送り出し国の事情も大きな差があります。十年以上も

前からケアギバーを世界中に送り出してきたフィリピンには政府に経験が蓄積していま

す。巨額な借金は認められません。ＥＰＡに看護師を送り出してきたベトナム、インドネ

シアは看護では一定のレベルがありますが介護は違います。特定技能の日本語試験

結果を見ると日本語能力もそれぞれの国によって大きな差があります。 

 日本の実習制度と介護保険を十分理解した送り出し機関と外国人をしっかり理解で

きる受けれ施設のマッチングが必要です。受入れ監理団体がそこを確保できるかで大

きな差がでると思います。 

 日本では介護報酬の安さによる低賃金が大きな社会問題となっており、人手不足が

深刻です。人のこない施設では半年で配置基準に算定され、施設収入を得られる外

国人労働者の需要はかなり大きなものがあります。また離職率の高い事業者は採用に

多額の費用を使っています。その点では求人広告に大金を払うより信頼できる送り出

し機関とのマッチングで実習生を活用することも不可能ではないと思います。すでに１

年目で 1800 人もの介護実習生が日本にきていますが、これを成功させることができる

か、技能実習制度の本当の価値が問われると思います。 

 

 

（４）広がる支援のとりくみ 

(1)急速にすすむ少子化と外国人労働者の急増 

 一昨年末に入管法改正案が国会に出されたころから、外国人労働者が大きな社会

の関心となってきました。私のところへの取材や講演の依頼も従来ないようなところから

も来るようになっています。 

 三章でも書きましたが外国人労働者が急増してい

ます。この５年間で二倍も異常ですが、さらに昨年

は技能実習生が 30 万人から 39 万人へ激増しまし

た。昨年の日本の出生数は前年より 5万 7000人減

って 86万 4000人となりました。2016年に 100万人

を割ってからわずか 4年で 13万人も減っています。

まもなく 70代となる団塊の世代の半分以下です。 
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 生まれる子どもが減っているのはお母さんの数が減っているからです。この 20年間、

出生数が 100万人程度に下がっていました。98年の就職氷河期以後、若者の非正規

化が拡大するのと時期を同じくして非婚化・晩婚化が拡大しています。経済的な理由

で子どもをつくらない方もいます。子どもの貧困とは子育て世代の親の貧困のことです。

政府は今年になってやっと非正規世代への支援を始めましたが極めて小規模です。

抜本的な非正規対策のない政府の少子化対策は効果をあげていません。 

 昨年生まれた子どもが子どもを産む世代になるまで 20 年間、そしてその子どもが働

けるようになるまでさらに 20年かかります。今すぐに有効な少子化対策を行っても今後

40 年間、日本の労働者は減り続けます。いっぽう、まもなく 75 歳の後期高齢者となる

団塊の世代はひと世代 250万人。中小企業や介護では外国人労働者に頼らざるを得

ない状況となっています。 

 政府は「単純労働外国人は受け入れない」というこれまでの建前を言い繕って、人手

不足対策のための外国人労働者受け入れを拡大しています。「氷河期世代対策」と言

って小手先の雇用拡大も始めましたがいっぽうで莫大な内部留保には全く手を出そう

とせず、安い海外労働力拡大では若者の賃金が上がるわけがありません。 

 

(2)急激な多国籍化と新たな課題 

 愛知県は東京についで 2番目に外国人労働者が多くなっています。人数だけでなく

受入れ国も急速に多国籍化しています。中国・韓国などの永住者、ブラジル、ペルー、

フィリピンなどの日系人と違い、ベトナム、インドネシア、ミャンマー、カンボジアなどの

東南アジアから、さらにネパール、ブータン、アフリカからも働きに来るようになっていま

す。言葉も宗教も多彩になるため、職場や住居の周辺で新たな問題がおきてきていま

す。 

 また製造業の盛んな愛知県ではエンジニアも増えています。専門職や日系人は家

族の帯同が認められており、子ども達もたいへん多くなっています。愛知県内には日

本語教育の必要な小学生が東京都の３倍、５千人をこえており、一部の市町村では小

中学校で外国人の割合が過半数となっています。名古屋市港区の九番保育園では

一時 11 か国語の子どもが在籍していました。「移民政策はとらない」という政府の姿勢

が自治体任せになっており、外国籍の子ども達から教育の機会を奪っています。 

 外国人を「住民」として受け入れている自治体では「多文化共生」の取り組みが広が

っています。政府も一昨年末に「多文化共生の基本方針」を閣議決定しましたが、実

際には市町村任せで、全く成果のない自治体もあります。また住民に占める外国人の

割合は市町村によって大きな差がありますが、小さな自治体ではとても対応しきれませ

ん。国や都道府県の取り組みが求められています。 

 

(3)地方から広がる多文化共生のとりくみ 

 このようななかで、地方では変化も生まれています。これまでは中国・韓国籍の方た

ちとその子孫、ブラジル・ペルーなど日系人の家族、難民、そして外国人実習生など

で困っている外国人を助ける人権支援活動が主でした。全国では移住連(特定非営

利活動法人移住者と連帯する全国ネットワーク)が有名ですが、愛知県では東海在日

外国人支援ネットワーク（フィリピン人移住者センター、難民支援室、入管面会活動「フ

レンズ」、知立派遣村、朝鮮学校の支援グループなどの市民団体。愛労連も加入）が
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あり、毎年名古屋入管と意見交換会を開催してきました。今年で８回目となります。フィ

リピン人移住者センターの石原バージさんは愛知県弁護士会から人権賞をいただい

ています。 

 ところが最近は支援する側、される側ではなく「共に」「一緒に」「暮らし」「活動する」

「仲間」が増えてきました。困っている外国人を支援する活動は今後も重要ですが、こ

れからは「外国人の問題」ではなく、外国人労働者を必要とする私たち日本人にとって

必要な課題になってきています。私もこの数年はこういう活動をする方たちとの出会い

が増えてきました。名古屋国際センターなど行政の窓口ともつながりも増えています。

みなさん、とてもエネルギッシュで素敵な方たちです。従来の「支援組織」と住民の活

動が結びついて「共に」暮らす取り組みが広がっています。 

 

まなびや九番と多文化ラジオ 

https://manabiyakyuban.wixsite.com/manabiya 

 

 NPO まなびや@KYUBAN は名古屋市内最大

の外国人集住地と言われている港区九番団地で

学習支援を行ってます。主宰の川口祐有子さんは

とてもエネルギッシュな女性で、地域で住民を巻き

込んだ取り組みの傍らインターネットラジオゆめの

たね放送局「多文化ラジオ番組 People Junction」

のパーソナリティで積極的に発信しています。私も

技能実習生問題で出演させてもらいました。 

 

多文化市民メディア DiVE.tv http://dive-tv.nagoya/ 

 テレビ局での勤務経験をもつ牧野佳奈子さんは日本に住む様々な人たちが「異文

化」について理解を深めるためインターネットメ

ディア DiVE.tv（ダイブ ドット ティヴィ）、で日本

人と日本にくらす外国人向けの情報を発信して

います。自らも取材して番組を制作する一方で

冊子を発行したり、セミナー・講演会などを行っ

ています。パーティやキャンプなども開催して愛

知に住む外国人の若者と日本人との交流も活

発に行っています。私も「あいちの働く外国人白

書」で紹介していただきました。 

 

外国人ヘルプライン東海 

http://bit.ly/helplinetokai 

 地域で暮らす外国人の離婚・教育・生活困窮・DV に在留資格などの困りごと・悩み

を面談もしくは電話にて聞き、必要に応じて行政にもつなげていくボランティアグルー

フﾟです。相談員と通訳者は相談内容の検討会を行ない、それぞれの持つ知識からで

きる提案・対応を話し合っています。 

https://manabiyakyuban.wixsite.com/manabiya
http://dive-tv.nagoya/
http://dive-tv.nagoya/
https://l.facebook.com/l.php?u=http://bit.ly/helplinetokai?fbclid=IwAR2loR7gEvZUnjg6B06hAHm7U1ch2wtNj7OVg0pS0QuUt7RNrLPM_GxVf6I&h=AT2oTgGglrhP1u7i39TxTdOltgV1m9iqtX2rc0vz-OzeLeNmac9uzNAPmOgRLlj3UogrNJl_jZGlDi9y_eRtCBiBIvxjskf5xGQcgpVfr3Mm21fRE2Zzm4hYlxcOxdt4GO2Xdw
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 通訳者と外国人支援者のためのコミュニティ通訳講座や外国人困りごとなんでも相

談会（毎月第三土曜日 生協本山生活文化会館） を開催しています。 

 

特定非営利活動法人 多文化共生リソースセンター東海 

https://mrc-t.blogspot.com/ 

 日本に居住する外国人及び日本人に対して多文化共生理解促進、外国人住民の

社会参画促進、多文化共生社会づくりに関する情報及び人材のネットワーク構築、

「外国につながる子ども」の健全育成などの事業を行っています。 

 愛知県国際交流協会や自治体国際化協会、愛知県の事業にも積極的に関わって

います。 

 

公益社団法人トレイディングケア 

https://tradingcare.or.jp/ 

 愛知県高浜市でインドネシアからの技能実

習生を受け入れています。外国人介護実習

生が日本で円滑に生活できるようにサポート

するバディファミリーの取り組みを行っていま

す。バディ・バディファミリーは、①食事 ②買

い物 ③ごみ出し ④夜の騒音 ③トイレ ④

お風呂 ⑤病院のかかり方・薬の購入 ⑥交

通ルールと移動手段 ⑦地域の行事 など、彼ら外国人材に日本の生活を伝え支援

する“サポーター”であると同時に、希薄にりつつある地域社会のつながりを活性化さ

せる“触媒”という役割も担います。 

（→日テレ 2020.1.4） 

 

全国でも連絡を取り合って支援を行っています。 

 

「特定非営利活動法人移住者と連帯する全国ネットワー

ク（移住連）」 

https://migrants.jp/index.html 

日本に暮らす移民・外国にルーツをもつ人びとの権利と尊厳

の保障を追求し、誰もが安心して自分らしく生きられると同時

に、多様性を前提にした社会を目指して活動するNGOです。

議会ロビー活動や政策提言、日系人、実習生、難民など権利

向上と各地での支援活動ネットワーク、出版など活発な活動

を行っています。海外の NGO とも連携し、国境を超えた視点

での移民の権利向上にも努めています。国会の法務委員会参考人でご一緒させてい

ただきました。 

「外国人の医療・福祉・社会保障相談ハンドブック」（明石書

店 2019年 6月） 

 

https://mrc-t.blogspot.com/
https://tradingcare.or.jp/
https://tradingcare.or.jp/
https://migrants.jp/index.html
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外国人技能実習生問題弁護士連絡会(技能実習生弁連） 

 外国人研修生制度、技能実習生制度問題に取り組むために２００８年６月１日から活

動している弁護士のネットワークです。３５都道府県（３７弁護士会）、１４０名の弁護士

が参加しています。技能実習生制度たちからの相談を受けて、必要に応じ、法律的な

サポートを行っています。私も全国の実習生支援で協力いただいています。  

「外国人技能実習生法的支援マニュアル――今後の外国人労働者受入れ制度と人

権侵害の回復 」（明石書店 2018年 7月）を出版 

 

国、愛知県と名古屋市の取り組み 

外国人技能実習機構（ＯＴＩＴ） 

https://www.otit.go.jp/ 

 技能実習法施行により設置されました。実習生を保護し、受入れ機関を監督する機

関で法務省と厚労省の二省共管。東京の本部で監理団体の許認可。地方事務所で

は受け入れ企業の実習計画を確認しています。ＨＰには制度や監理団体情報、８か

国語での母国語相談など実習生に必要な情報が充実しています。 

一般財団法人自治体国際化協会(CLAIR)  

 地域における国際化を支援し推進するための地方自治体の共同組織です。各都道

府県および政令市にある国際交流協会が参加して支援しています。多文化共生部多

文化共生課がセミナーなどを開催して各自治体の多文化共生の取り組みを支援して

います。今年 1 月には愛知で「地域国際化ステップアップセミナー 多様なセクターと

の連携・協同」が開催され、自治体の担当者や外国人支援に関わっている方がたくさ

ん参加しました。 

 

愛知県・県民文化局社会活動推進課多文化共生推進室 

https://www.pref.aichi.jp/soshiki/tabunka/ 

 愛知県は外国人労働者の受け入れに積極的で、全国で

二番目に多く外国人労働者が住んでいます。日本語教育

でも取り組みを始めＨＰには「新たに来日した外国人就労

者に対する 早期適応研修 カリキュラム」、日本語教室、

各種セミナーなど愛知県内の様々な取り組みが紹介されて

います。 

 

名古屋市・名古屋国際センター（NIC） 

https://www.nic-nagoya.or.jp/japanese/aboutnic/ 

 名古屋市では国際センターが国際化推進のための情報

提供、研修や施設の貸し出しなどを行っています。各区と協力して多文化共生のため

に日本語教室や防災の取り組み、外国人住民の支援団体はじめ NGO/NPO、自治

体・国際交流協会、企業などの職員及び市民を対象にセミナーを開催しています。 

https://www.otit.go.jp/
https://www.pref.aichi.jp/soshiki/tabunka/
https://www.nic-nagoya.or.jp/japanese/aboutnic/
https://www.nic-nagoya.or.jp/japanese/aboutnic/
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 昨年は名古屋入管が民間のＮＰＯなどの外国人支援グループとの「民間団体とは初

めて」の意見交換会を開催しました。 

 

（５）友好と共生の時代へ 

(1)「労働力」の受け入れから人間としての受け入れに 

 「技能の移転による国際貢献」を名目とした外国人実習（研修）制度が始まって 30

年、その数はすでに 40万人になろうとしています。「留学生 30万人計画」のもと、実際

には日本に働く目的でくる留学生が多く社会問題になっています。新たに 34万人を

受け入れる「特定技能」の在留資格ができましたが、技能実習５年間と続けてもほとん

どが最長１０年で年金の受給資格を得る前に帰国させられます。いずれも期限のある

「出稼ぎ労働」です。これで人権や働くルールが守られなければ、まさに「使い捨ての

労働力」です。 

 実習生も特定技能も家族を連れてくることはできません。十年間も家族と離れて生活

することは、人間らしいくらしとは言えません。10年たって帰国しても、帰国後に能力を

活かした仕事に就くことは容易ではありません。10年の間には子どもも大きくなります。

長期間にわたって家族の帯同を認めないのは人権問題です。希望する外国人には永

住を認める必要があります。 

 

国際人材ビジネスの時代 

 昨年は実習生が一年間で 9万人も増えました。人手不足で製造業は海外に生産拠

点を移すことができても建設・農業・食品のパック作業は国内でしかできません。ここに

介護が加わりました。 

  政府が技能実習法の実効性もわからないうちに特定技能を成立させのは、様々な

制約のある実習制度より使いやすく、ストレートに安い労働力確保を打ち出せるように

したかったからだと思います。その背景には人手不足に苦しむ中小企業の実態と、こ

こで儲けをたくらむ国際人材ビジネスの要求があります。彼らは安い労働力を売買して

大儲けを狙っています。農業外国人特区の審議では自ら農業専門の派遣会社をもつ

パソナの竹中平蔵氏が有識者として入り、当初農協が有力だった受け入れ機関を派

遣会社にしてしまいました。 



102 

 

 いま、フィリピン、ベトナムなどアジア各国では海外移住労働がＧＤＰの大きな部分を

占めるようになっていますが、その後ろにはパソナなど国際人材ビジネスの存在があり

ます。日経（2019/2/8）は「在留外国人、新たな投資テーマに」と書いています。特定

技能も技能実習と同じく二国間覚書では母国での不正に日本の法律が適用されませ

ん。今でも様々な名目での「手数料」がとられていますが、海外での脱税やキックバッ

クなどの不正な手口がこれまで以上に広がりかねません。  

 

正面から労働者受け入れの議論を 

技能実習「新法」はできましたが、その後も技能実習制度の不正は減っていません。

受け入れ産業に問題があるのにその対策も後手後手で、特定技能で示された受入れ

人数の制限は技能実習にはありません。国籍も多様化しており、いくら監督を強化し

ても追い付きません。 

日系人やエンジニアなどの家族を連れてくる外国人労働者の子どもが増えて日本

語教育が必要になっています。医療通訳の不足や、介護を必要とする高齢の外国人

も増えています。政府は外国人との共生を図るための「対応策」を発表しましたが建前

だけの制度には限界があり、正面から外国人労働者受け入れに必要な対策を議論し

なければなりません。 

 

(2まだまだ多い外国人への無理解 

 ベトナムツアーから職場に戻ってたまった仕事を片づけた 12月 25日（水）の朝、ベト

ナム人実習生から「わたしはまだ帰りたくない」という相談が入りました。在留カードと送

られてきた写真をみると介護のようです。「ベトナムご で かいて」というとその夜長い

文が返ってきました。私にはさっぱりわからないのでハノイでお世話になったＭさんに

翻訳をお願いしました。さっそく翌朝に翻訳が届きました。８月に日本に来たばかりな

のに「仕事ができないから帰国させる」と言われていました。すでに 12 月 27 日（金）で

このまま、年末に入ってしまうと強制帰国させられても機構事務所・入管への連絡がで

きません。とにかく、まずメールの内容をコピーして機構大阪事務所へファックスし、大

阪入管にも強制帰国されないように電話しました。一通り済ませたところに機構から電

話があり、この実習生についてはすでに機構も把握しているとのことでした。強制帰国

はさせないことを確認して年末に相談を続けました。スマホに送られてきた録音です。 

 

どうしてつど都度ウソをつきますか 

また、〇〇がウソをついているっていいますか 

私がウソをついているって言いますか 

バンバン！（机をたたく音） 

私たちが最初から言ってるのは（バンバン！）あなたが今（バン！）病気か（バ

ン！）病気じゃないかじゃありません。 

（バン！）あなたが（バン！）ずっと（バン！）ウソをついていることを言っ

てるんです。 

 

びょーき、あんたびょーきよ 
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待合室で何を話したかいいなさい（バン！） 

人の名前まで出して 

どういうつもり 

あなた（バンバンバン！）個人情報保護法書いたでしょう。入職の時。 

誰かわかんない相手に（バンバンバン！） 

法人内の（バンバン！）人員のことまでいうのは（バンバンバン！）に言うの

は一番ルール違反（バンバン） 

これが誓約書書いてるでしょが！ 

わからない相手に言ったほうがもっと罪は重いよ 

書いてるでしょ（バンバンバン！）入職の時も 

なんで、人の名前勝手に出しまくってるの（バンバンバン！） 

わからない、相手に人のこといってるの 

□□□の☆☆☆さんが、私はびょーきじゃないです言ってる 

私泣いてる（バンバン！）、私ウソついてる（バンバン！） 

私ウソついてない、☆☆さんがウソついてる、わたし残れるようにして 

言ってるじゃない！何人に言ってるの！ 

あなた誓約書書いてる。そのうえで私のこと言ってる。その時点でアウトだよ。 

私の（バン！）名誉を（バン！）棄損してるの！ 

賠償払う？プラスあなたがこれで呑まないなら解雇。 

受け入れにかかった 250万 

給料も含めて全部返してもらうからね 

ついでに、うちは一括だから 

解雇通知書出しとくから、いいねそれで（バンバン） 

いいんだよね、それで 

 

 机をたたいて怒鳴っているのは女性の上司のようです。叱ったことを場長に告げられ

たために逆切れしているようです。幸い神戸大学の斎藤先生たち地域の方が保護して

くれ、機構もすぐに対応してくれました。介護施設では利用者とのトラブルもありますが、

職員通しのパワハラも少なくありません。言葉の不自由な外国人が入ってきたことで、

エスカレートしたのかもしれません。夜勤二人体制に入ることも想定されており、職員

の負担についても考えておく必要があります。 

 

この実習生は神戸大学斎藤准教授らの支援で 4 月１日から別の施設で働くことが

できるようになりました。 

 

(3)同じ人間として共にくらす時代へ 

 国交省で外国人労働者を担当する部局の名刺には「労働資材調達室」と書いてあり

ました。経済界が求める「安い労働力の調達」という本音が行政の対応に表れていま

す。しかし入ってくるのは人間です。言葉の問題を除けば私たちと大きな違いはありま

せん。 

しかし行政の取り組みだけでは問題は解決しません。実習生支援の活動をしていて

いまだにアジア人に対する差別意識と「後進国」イメージを持っている方が多いことを
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感じます。また低賃金の外国人労働者が日本人の派遣、非正規労働者の労働条件を

下げ、労働者全体の賃金を下げています。待遇改善を求めた非正規労働者が会社で

「お前より安い外国人のほうがよく働く。なんでお前の給料をあげないといけないんだ」

と言われた非正規社員はその後排外的な行動に参加していました。外国人労働者を

受け入れるより先に非正規をなくし、ひきこもり対策をして日本人が働けるようにすべき

だという声も少なくありません。分断し、対立させて支配するのは資本家の常套手段で

す。派遣切りのときに「反貧困でつながろう」と訴えたことは今も重要です。 

先の事例のように言葉の通じない外国人に対しいらだち怒りだす方もいます。「日本

は 2000 年、一つの民族」（麻生副総理）という政治家の言葉を真に受けて東南アジア

の人たちを蔑視する方もいます。急速に経済発展し、高学歴化している今のアジアの

実態を知らずに遅れたイメージを持っている方がまだまだ多いと思います。 

もはや外国人労働者問題は「外国人の問題」ではなく私たち「日本人の問題」となっ

ています。これまでの「人権支援」に加えて、「共に生きる」「共に暮らす」時代になって

いると思います。 

今回のベトナム訪問でアジアの経済発展を見ると同時に、ベトナム人のくらしの実態

に少しですが接することができました。12 年も前の実習生が今も忘れずに、会いに来

てくれたことは人間同士のつながりの大切さを痛感しました。支援をして本当によかっ

たと思います。 

すでに日本国内に観光客ではない外国人がこんなにたくさん暮らしているのに、そ

の暮らしに接することはほとんどありません。すぐ近くにこんなにも多くの外国人労働者

がいるのに気づいていません。今やコンビニ弁当の大半は外国人がセットしています。

アマゾンの流通センターの夜間作業は圧倒的に外国人です。有名な国産の農産物産

地でも多くの外国人実習生が作業しています。 

この事実に目を向けなければ、理解することも協同することもできません。言葉が通

じない外国人にも声をかけ、同じ人間としてつながっていくことが大切です。まずは実

態を知ること。そして声をかけ、友達になることです。難しい言葉は必要ありません。ほ

んのちょっとだけ勇気を出して、隣にいる外国人に声をかけてください。こんにちは、こ

まってない？たのしい？つらい？おいしい？こんな「やさしい日本語」で話しかけてく

ださい。必ず伝わります。外国人と友達になると国と国の戦争がいかにばからしいかわ

かります。私はそう思って外国人実習生の支援を続けています。 

 

ベトナムフェスタ 2018で技能実習機構の

母国語相談を紹介 
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あとがき 

 

本稿は 2017 年 3 月に発行した「外国人実習生ＳＮＳ相談室」(風媒社)の続編

として実習法施行以後も続く実習生からの相談事例を紹介しています。技能実

習法は「実習生の保護」を目的とし、400 ページにも及ぶ「運用要領」でその内

容を詳しく定めています。実習法は 2016 年 11 月に成立し 17 年 11 月から施行

されましたが、経過措置期間が長く、国内にいる実習生全員がこの制度を適用

されるようになったのは 2019 年 2 月頃でした。 

 実習法の実効性が不明なまま 2018 年 12 月にはさらに外国人労働者受け入れ

を拡大する「特定技能」を設ける入管法改正が行われました。この「改正」入

管法審議では急増する失踪者が問題となりました。また東京福祉大など留学生

の超過就労も大きな社会問題となりました。 

 「特定技能」は成立後わずか 4 カ月後の 2019 年 4 月から施行されましたが、

詳細は各省まかせで、送り出し国側の反応もばらばらでほとんど広がりません

でした。そのまま 2020 年にはコロナ禍による入国制限で、大半が国内にいる元

技能実習生からのビザ変更となっています。その実態はまだよくわかりません。 

 本稿はこのあたりまでの実態と制度の問題点をまとめたものです。 

 

 昨年は実習生からの相談が 60 件もあり、技術者、留学生からの相談も増えて

います。国も対策を打ち出しますが、長期化する中で新たな問題も次々とおき

ています。これについては「日本の科学者」8 月号に小論を書きました。機会が

あればぜひご覧下さい。 

コロナ禍がいつ解消するのか、コロナ後の移住労働にどのような変化が起こ

るのか、国内の雇用問題がどうなるのかも見通せません。この間には外国人を

支援する取り組みもひろがり、新たなつながりも生まれています。今後、先が

見えるようになったらまた書こうと思います。 
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